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小中学校の７月以降給食費、今年度に限り無償小中学校の７月以降給食費、今年度に限り無償

６　月６　月
定例会定例会

　６月定例会は、６月16日から24日までの９日間の会期で開かれ、諸報告、一般質問
（４名５件）が行われた。
　村長提出議案は専決処分５件、条例改正２件、補正予算２件、指定管理者の指定１
件、過疎計画の変更１件などが上程され、慎重審議し原案可決した。

報　
　

告

●
大
桑
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
い

大
桑
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
を
専

決
処
分

●
大
桑
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
の
改
正
に

伴
い
大
桑
村
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
を
専
決
処
分

●
令
和
３
年
度
大
桑
村
一
般
会

計
予
算
繰
越
明
許
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
大
桑
村
村
営
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て
●
令
和
３
年
度
大
桑
村
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

　

繰
越
明
許
費
の
額
の
決
定

議　
　

案

●
大
桑
村
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

●
大
桑
村
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

大
桑
村
職
員
の
勤
務
時
間

及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
伴
い
生
じ
た

条
番
号
の
修
正

●
大
桑
村
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

大
桑
村
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
一
部
を
変
更

指
定
管
理
者
の
指
定

施
設
名

　

木
材
工
芸
品
等
加
工
販
売
施

設
団
体
の
名
称

　

㈱
信
州
新
緑

　

代
表
取
締
役　

小
垣
外
秀
明

期
間

　

令
和
４
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

■Ａ
阿
寺
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
の

男
子
ト
イ
レ
を
和
式
か
ら
洋
式

の
汲
み
取
り
方
式
へ
の
改
修
。

■Ｑ
水
洗
化
に
つ
い
て
の
計
画

は
。

■Ａ
電
気
が
な
い
。
水
道
が
な

い
こ
と
で
水
洗
化
は
難
し
い
。

■Ｑ
文
化
財
保
護
一
般
経
費
の

池
口
寺
薬
師
堂
工
事
費
内
訳
と

工
事
内
容
は
。

■Ａ
総
事
業
費
２
７
０
８
万
８

千
円
。
県
補
助
１
３
５
４
万
４

千
円
。
村
補
助
６
７
２
万
２
千

円
。

　

県
の
文
化
財
で
あ
る
の
で
県

の
事
業
と
な
る
。
ジ
ャ
ッ
キ

ア
ッ
プ
を
し
て
徐
々
に
戻
し
て

い
く
。

■Ｑ
燃
料
油
購
入
助
成
券
を
５

千
円
に
し
た
理
由
は
。

■Ａ
前
年
度
は
１
世
帯
１
万
円

で
あ
っ
た
。
検
討
し
た
結
果
１

人
５
千
円
と
し
た
。

■Ｑ
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
の
支
払
時
期
は
。

■Ａ
準
備
が
で
き
次
第
支
給
す

る
。

◆
令
和
４
年
度
大
桑
村

一
般
会
計
補
正
予
算

　

主
な
内
容
は
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
の

増
額
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
４
回
目
接
種
経
費
の
計

上
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

経
費
の
増
額
、
小
中
学
校
給
食

費
保
護
者
負
担
分
補
助
経
費
の

増
額
等
。

１
億
４
８
０
９
万
３
千
円
の
増

額総
額
40
億
３
３
０
９
万
３
千
円

■Ｑ
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨

時
特
別
給
付
金
の
対
象
世
帯
数

は
。

■Ａ
60
件
を
計
上
し
、
電
算
シ

ス
テ
ム
改
修
後
確
定
す
る
。

■Ｑ
ワ
ク
チ
ン
接
種
４
回
目
の

対
象
者
は
。

■Ａ
４
回
目
接
種
の
対
象
者
は

60
歳
以
上
と
18
歳
以
上
の
基
礎

疾
患
を
有
す
る
人
が
対
象
。

■Ｑ
阿
寺
渓
谷
管
理
経
費
の
ト

イ
レ
改
修
の
内
容
は
。 補

正
予
算
審
議
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会　計　別 歳入総額 歳出総額 差引残高 繰越明許費等 再差引残高 基金積立 翌年度繰越金
一 般 会 計 5,912,763 5,712,604 200,159 83,436 116,723 58,370 58,353
村営水道事業特別会計 202,313 201,078 1,235 61 1,174 590 584
国民健康保険事業特別会計 402,004 398,715 3,289 0 3,289 1,650 1,639
農業集落排水事業特別会計 105,045 104,303 742 171 571 290 281
公共下水道事業特別会計 74,230 73,201 1,029 0 1,029 520 509
後期高齢者医療事業特別会計 64,224 64,177 46 0 46 0 46

令
和
３
年
度決

算
状
況
速
報

新
庁
舎
竣
工

　

令
和
２
年
９
月
末
に
着

工
し
た
庁
舎
建
設
工
事
は
、

令
和
４
年
３
月
17
日
に
建

物
本
体
の
竣
工
検
査
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
什
器
の
搬
入
、

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
設
置
、

防
災
無
線
等
の
移
設
工
事

な
ど
開
庁
に
向
け
て
準
備

を
整
え
、
４
月
21
日
、
県

会
議
員
、
国
県
の
出
先
機

関
、
郡
内
町
村
長
、
北
名

古
屋
市
長
、
地
域
の
代
表

者
、
地
権
者
、
絵
画
制
作

者
の
藤
岡
牧
夫
さ
ん
な
ど

の
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を
い

た
だ
き
竣
工
式
を
行
い
ま

し
た
。
４
月
23
日
、
24
日

に
は
内
覧
会
を
行
い
、
住

民
の
皆
さ
ん
７
０
０
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

引
越
作
業
は
５
月
の
連

休
に
職
員
と
委
託
業
者
で

行
い
ま
し
た
。
５
月
２
日

に
は
地
域
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
旧
庁
舎
の
閉
庁
式

を
行
い
62
年
間
の
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　

連
休
明
け
の
５
月
６
日

８
時
、
議
長
と
と
も
に

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
新

庁
舎
の
開
庁
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

基
金
積
立
か
ら
12
年
余

り
で
の
完
成
。
今
後
は
議

会
、
住
民
と
と
も
に
防
災

の
拠
点
、
文
化
の
拠
点
と

し
て
十
分
役
割
を
果
た
せ

る
よ
う
努
力
し
、
建
物
に

恥
じ
な
い
よ
う
に
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
４
回
目
接
種

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
昨
年
の
夏
以

降
新
規
感
染
者
は
減
少
し
、

終
息
し
た
か
の
よ
う
に
見

え
ま
し
た
が
、
年
が
変
わ

り
変
異
株
で
あ
る
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
に
よ
る
第
６
波
が

押
し
寄
せ
、
県
内
で
も
新

規
感
染
者
数
が
高
止
ま
り

で
推
移
す
る
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。

　

３
回
目
接
種
は
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
が
感
染
拡
大
す
る

中
で
実
施
し
ま
し
た
。
65

歳
以
上
が
対
象
者
１
３
５

４
人
に
対
し
１
３
１
３
人

が
接
種
。
18
歳
以
上
65
歳

未
満
が
１
２
８
７
人
の
対

象
者
に
対
し
１
１
０
２
人

が
接
種
。
12
歳
以
上
18
歳

未
満
は
１
４
８
人
の
対
象

者
に
対
し
１
１
９
人
が
接

種
し
ま
し
た
。
５
歳
以
上

12
歳
未
満
の
１
回
目
２
回

目
接
種
は
、
１
３
９
人
の

対
象
者
に
対
し
53
人
が
受

け
て
お
り
ま
す
。

　

国
は
今
後
の
再
拡
大
を

念
頭
に
置
き
つ
つ
、
３
回

目
ワ
ク
チ
ン
効
果
の
有
効

持
続
時
期
や
重
症
化
予
防
、

発
症
予
防
を
目
的
と
し
て

４
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
60
歳
以
上
と

18
歳
以
上
の
基
礎
疾
患
が

あ
る
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
接
種
場
所
は
新
庁
舎

ホ
ー
ル
を
使
用
し
、
今
回

も
古
根
先
生
に
お
世
話
に

な
り
ま
す
。

郡
町
村
会
、
広
域
連
合
役

員
人
事

　

王
滝
村
瀬
戸
村
長
が
２

月
に
退
任
し
、
越
原
村
長

が
就
任
し
た
た
め
、
郡
町

村
会
と
木
曽
広
域
連
合
の

体
制
が
一
部
変
更
と
な
り

ま
し
た
。
郡
町
村
会
は
瀬

戸
村
長
が
会
長
を
務
め
て

お
り
ま
し
た
が
副
会
長
で

あ
っ
た
大
桑
村
貴
舟
村
長

に
、
木
祖
村
唐
澤
村
長
が

副
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

木
曽
広
域
連
合
の
体
制

で
は
代
表
副
連
合
長
に
木

祖
村
唐
澤
村
長
が
就
任
し

ま
し
た
。

し
あ
わ
せ
信
州
移
動
知
事

室
　

し
あ
わ
せ
信
州
移
動
知

事
室
が
５
月
19
日
、
20
日

の
両
日
木
曽
郡
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
19
日
は
里
山

整
備
関
係
者
や
地
域
材
利

活
用
を
推
進
す
る
関
係

者
、
地
域
医
療
関
係
者
な

ど
と
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。
20
日
に
は
御
嶽
山
の

火
山
災
害
と
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
、
上
松
技
術
専
門

校
の
修
了
生
、
妻
籠
地
区

の
観
光
事
業
者
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
19
日
に
は
拡
大

版
木
曽
地
域
戦
略
会
議
が

開
催
さ
れ
、
次
期
５
カ
年

総
合
計
画
、
木
曽
地
域
に

お
い
て
木
曽
地
域
の
「
目

指
す
姿
」「
取
り
組
む
政

策
」
に
つ
い
て
知
事
と
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

直
轄
砂
防
事
業

　

国
の
事
業
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

下
在
砂
防
堰
堤
工
群
事

業
は
３
年
度
補
正
で
１
億

４
千
万
円
、
４
年
度
当
初

予
算
で
２
億
５
２
０
０
万

円
。
猿
沢
第
１
砂
防
堰
堤

に
は
１
億
４
０
０
万
円
、

太
田
第
１
砂
防
堰
堤
、
矢

垂
沢
砂
防
堰
堤
は
そ
れ
ぞ

れ
３
２
０
０
万
円
の
調
査

費
が
つ
き
事
業
化
さ
れ
ま

し
た
。

行
政
報
告（
抜
粋
）

令和３年度  各会計別年度末決算状況 （千円）
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６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
16
日
に
４
名
５
件
を
行
い
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
よ
り
、
質
問
議
員
が
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

要
望
書

●
村
道
本
町
庭
の
畑
線
庭

の
畑
橋
に
関
す
る
要
望

要
望
者

　

令
和
３
年
度
旭
町
区
長

　
　

矢
島　

忠
雄

　

令
和
４
年
度
旭
町
区
長

　
　

坂
本　

雄
一

●
大
桑
村
木
造
住
宅
新
築

補
助
金
等
に
関
す
る
要

望
要
望
者

大
桑
村
木
造
住
宅
推
進

協
議
会
会
長

　
　

下
起　

学

委
員
会
報
告

◎
５
月
23
日
開
催

▼
調
査
の
結
果
と
概
要

●
通
年
議
会
に
つ
い
て

　

資
料
に
よ
る
説
明
を
受

け
、
各
委
員
か
ら
意
見
を

聞
き
協
議
し
た
。

●
休
日
・
夜
間
議
会
に
つ

い
て

　

当
村
で
平
成
13
年
６
月

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　一般質問は、村が行うすべての事務や事業に関　一般質問は、村が行うすべての事務や事業に関
して何でも質問できる大事な議員活動の場です。して何でも質問できる大事な議員活動の場です。
　年４回の定例会のみで、臨時会ではできませ　年４回の定例会のみで、臨時会ではできませ
ん。ん。

・質問時間は30分・質問時間は30分
　大桑村議会では、議員が質問できる時間は答弁　大桑村議会では、議員が質問できる時間は答弁
を含め１人40分ですが、コロナウイルス対策としを含め１人40分ですが、コロナウイルス対策とし
て議場の換気等を行うため１人30分としました。て議場の換気等を行うため１人30分としました。

・一問一答方式・一問一答方式
　質問は、一つ質問をして一つの回答を得る一問　質問は、一つ質問をして一つの回答を得る一問
一答方式です。一答方式です。
　この方法は、より問題を深められる方法といわ　この方法は、より問題を深められる方法といわ
れています。れています。

・事前通告・事前通告
　質問したい議員には、前もって質問内容を記し　質問したい議員には、前もって質問内容を記し
た事前通告書の提出を義務付けています。た事前通告書の提出を義務付けています。

一般質問とは一般質問とは

　

両
件
に
つ
い
て
は
、
経

済
建
設
常
任
委
員
会
に
付

託
を
し
て
審
議
し
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。

開
催
し
た
夜
間
議
会
の
様

子
や
県
内
、
郡
内
の
状
況

を
勉
強
し
、
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

▼
所　

感

●
通
年
議
会

　

闊
達
な
議
会
運
営
や
、

な
り
手
不
足
解
消
に
つ
な

が
る
か
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

議
員
に
と
っ
て
は
日
程
調

整
が
厳
し
く
な
る
の
で
は

な
い
か
等
、
現
状
で
は
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
な
い
。

今
後
の
社
会
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
更
に
調
査
し

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

●
休
日
・
夜
間
議
会

　

過
去
開
催
し
た
状

況
で
は
、
傍
聴
者
の

増
加
と
は
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
休
日

や
夜
間
開
催
は
女
性

議
員
や
年
配
議
員
、

職
員
の
負
担
増
の
懸

念
も
あ
る
。
議
員
の

な
り
手
不
足
の
解
消

に
つ
な
が
る
の
か
、

身
近
に
村
政
を
感
じ

る
機
会
に
な
る
の
か
、

更
に
調
査
研
究
を
重

ね
る
こ
と
と
し
た
。

●
議
員
活
動
、
議
会

報
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に

よ
る
議
会
放
送
等

を
通
し
て
、
身
近

な
村
政
、
開
か
れ

た
議
会
運
営
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
集
会
を
開

く
環
境
が
未
だ
に

厳
し
い
状
況
で
す
。

皆
様
か
ら
の
、
ご

意
見
ご
要
望
等
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お

寄
せ
下
さ
い
。

◆
解
説

●
通
年
議
会
と
は

　

現
在
大
桑
村
議
会
で
は
定
期
的
に
年
４
回
の
議
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
「
定
例
会
」
と
い
い
、
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12

月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
臨
時
的
に
議
案
審
議

が
必
要
な
場
合
は
「
臨
時
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

「
定
例
会
」も「
臨
時
会
」も
村
長
が
招
集
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
で
は「
会
期
」
が
設
け
ら
れ
、
そ

の
期
間
議
会
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

通
年
議
会
は
こ
の
「
会
期
」
を
「
条
例
で
定
め
た

日
か
ら
翌
年
の
そ
の
日
の
前
日
」
と
す
る
パ
タ
ー
ン
と

「
定
例
会
を
条
例
で
年
１
回
と
定
め
る
」
や
り
方
（
木

祖
村
、
木
曽
町
等
）
の
２
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

招
集
は
初
会
の
み
長
が
招
集
し
、
会
期
内
は
議
長

が
招
集
し
ま
す
。

▼
メ
リ
ッ
ト

　

長
の
専
決
処
分
の
減
少
、
突
発
的
な
案
件
に
対
応

で
き
る
、
議
案
の
提
出
を
行
え
る
時
期
の
制
限
撤
廃
等
。

▼
デ
メ
リ
ッ
ト

　

執
行
部
の
拘
束
、
本
会
議
や
委
員
会
の
増
加
、
予

定
の
な
い
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
突
発
的
な
案
件
に

対
し
執
行
部
が
議
会
対
応
に
時
間
を
と
ら
れ
る
等
。



■Ｑ
少
子
化
問
題
に
対
し
、

県
知
事
と
木
曽
地
方
６
町

村
長
が
意
見
を
交
わ
さ
れ

た
が
、
内
容
は
。

■Ａ
解
決
策
が
見
え
な
い

厳
し
い
郡
内
状
況
の
中
、

知
事
に
対
し
木
曽
病
院
の

産
科
医
師
の
派
遣
や
交
通

問
題
、
高
校
生
の
地
元
企

業
へ
の
就
職
な
ど
意
見
交

換
し
た
。

■Ｑ
生
徒
減
少
に
対
し
大

桑
中
学
校
で
学
校
教
育
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
影
響
は
。

■Ａ
学
校
教
育
の
影
響
は

無
い
が
、
生
徒
会
の
編
成
、

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
の
見

直
し
を
し
て
き
た
。
資
源

物
回
収
な
ど
は
小
中
合
同

で
行
っ
て
い
る
。

■Ｑ
中
学
生
の
減
少
で

チ
ー
ム
プ
レ
イ
と
し
て
体

育
、
部
活
動
に
支
障
が
出

て
い
る
が
、
現
状
は
。

■Ａ
部
活
動
で
は
部
の
数

を
減
ら
し
た
り
合
同
部
活
、

委
任
部
活
を
行
っ
て
い
る
。

社
会
体
育
で
も
参
加
で
き

る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

■Ｑ
少
子
化
対
策
と
し
て

県
内
13
市
町
村
が
行
う
山

村
留
学
で
あ
る
が
、
今
後
、

生
徒
減
少
に
お
い
て
の
課

題
策
は
。

■Ａ
山
村
留
学
の
定
義
は

自
然
豊
か
な
農
山
漁
村
に

集
団
生
活
す
る
教
育
活
動

で
あ
る
。
受
け
入
れ
る
体

制
整
備
が
必
要
で
あ
り
、

村
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
は
研
究
、
勉
強
し
て

い
き
た
い
。

■Ｑ
空
き
家
利
用
で
の
親

子
留
学
は
県
内
29
人
利
用

が
有
り
、
地
区
内
の
参
加

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
貢
献
し
て
い

る
。
今
後
の
検
討
は
。

■Ａ
空
き
家
対
策
の
中
で

対
応
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

■Ｑ
先
月
、
県
内
の
高
校

再
編
が
報
道
さ
れ
た
が
、

木
曽
郡
内
の
協
議
会
も
開

か
れ
て
い
る
。
郡
内
高
校

の
方
向
は
。

■Ａ
木
曽
地
域
の
将
来
像

と
し
て
新
た
な
高
校
再
編

整
備
計
画
の
木
曽
の
提
案

書
を
作
成
し
、
平
成
31
年

よ
り
２
年
間
協
議
し
意
見

提
案
を
県
に
提
出
し
て
い

る
。

少子化における山村留学は
今後、研究、勉強しながら考える

大桑中学校男子バスケットボール部大桑中学校男子バスケットボール部

蘇南高校蘇南高校

一　

般　

質　

問

5 　おおくわ議会だより　第169号　おおくわ議会だより　第169号

木戸　勘一 議員
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冒
頭
、
畜
産
農
家
の

常
識
「
安
福
久
」
の

認
否
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
否
で
あ
っ
た
の

で
、
安
福
久
が
市
場

で
い
か
に
高
値
形
成

に
貢
献
し
た
重
要
な

種
牛
で
あ
っ
た
か
、

血
統
が
記
載
さ
れ
た

名
簿
に
も
と
づ
い
て

セ
リ
が
行
わ
れ
、
価

格
が
決
定
さ
れ
る
こ

と
を
通
じ
て
説
明
し

た
。

■Ｑ
畜
産
農
家
は
畦
畔
・

原
野
の
草
、
又
は
遊
休
農

地
に
作
付
け
し
た
牧
草

を
飼
育
す
る
牛
に
食
さ

せ
、
そ
の
排
泄
物
を
堆
肥

と
し
て
田
畑
に
戻
す
。
結

果
的
に
化
学
肥
料
を
抑
制

し
、
究
極
の
環
境
エ
コ
を

実
践
。
今
で
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
で
あ
る
。
昨
年
は
１
０

９
頭
５
４
０
０
万
円
余
り

の
出
荷
額
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
。
残
念
な
が
ら
畜
産

農
家
は
漸
減
し
て
い
る
が
、

産
業
の
少
な
い
当
村
で
は

畜
産
は
大
事
な
産
業
と
思

わ
れ
る
。
村
と
し
て
畜
産

農
家
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

■Ａ
木
曽
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
定
着
し
て
い
る
木
曽
牛

を
生
産
・
維
持
す
る
と
と

も
に
、
農
地
保
全
に
貢
献

さ
れ
、
今
後
と
も
、
村
と

し
て
、
支
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

■Ｑ
畜
産
農
家
へ
の
助
成

制
度
と
実
績
に
つ
い
て
伺

う
。

■Ａ
令
和
元
年
度
か
ら
始

め
た
畜
舎
改
修
助
成
は
昨

年
ま
で
６
件
。
他
に
も
２

種
の
助
成
制
度
は
あ
る
が

過
去
５
年
以
内
に
実
績
な

し
。
袖
山
牧
場
の
管
理
組

合
に
43
万
円
余
り
を
支
出

し
て
い
る
。

■Ｑ
大
桑
村
と
南
木
曽
町

の
畜
産
農
家
で
組
織
し
、

畜
産
技
術
の
習
得
、
研
鑽
、

親
睦
を
目
的
と
す
る
南
部

和
牛
部
会
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
か
伺
う
。

■Ａ
承
知
し
て
い
る
。
毎

年
総
会
に
は
出
席
し
て
い

る
。

■Ｑ
そ
の
南
部
和
牛
部
会

か
ら
村
へ
の
要
望
書
が
年

明
け
早
々
に
届
い
て
い
る

と
思
う
。
そ
の
要
旨
は
郡

下
で
も
一
番
戸
数
の
多
い

大
桑
村
の
畜
産
農
家
の
た

め
に
①
繁
殖
雌
牛
・
機
械

導
入
の
国
の
補
助
金
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
大
桑
村
ク

ラ
ス
タ
ー
協
議
会
を
立
ち

上
げ
て
欲
し
い
②
繁
殖
雌

牛
の
更
新
を
加
速
す
る
た

め
、
優
良
繁
殖
雌
牛
導
入
、

優
良
自
家
保
留
牛
に
対
す

る
助
成
③
南
部
和
牛
部
会

の
活
動
に
対
す
る
助
成
④

そ
の
他
、
木
曽
郡
内
の
町

村
と
同
等
の
助
成
、
以
上

４
つ
の
要
望
に
ど
の
よ
う

に
応
え
て
い
く
の
か
伺
う
。

■Ａ
村
へ
の
要
望
書
の
提

出
は
承
知
し
て
い
る
。
村

と
し
て
、
各
種
制
度
と
使

用
実
績
が
マ
ッ
チ
し
て
い

な
い
部
分
が
あ
る
た
め
、

要
望
に
添
え
ら
れ
る
よ
う

制
度
の
見
直
し
を
検
討
し

た
い
。

■■村長
質
問
の
趣
旨
も
、

畜
産
に
携
わ
る
者
と
し
て

よ
く
理
解
で
き
る
。
当
村

に
お
い
て
畜
産
業
は
大
切

な
産
業
と
し
て
理
解
し
て

い
る
。
過
去
に
お
い
て
支

援
の
た
め
に
、
村
有
牛
・

基
金
等
も
用
意
し
た
が
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
経

過
も
あ
る
。
現
在
あ
る
畜

産
農
家
へ
の
助
成
制
度
も
、

見
直
し
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
。
関
係
す
る
方
々

と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

使
い
や
す
い
制
度
に
し
て

い
き
た
い
。

畜産農家の立ち位置は
重要な産業を支える担い手と
認識する

牛市の様子牛市の様子

補助金で改修した牛舎の扉補助金で改修した牛舎の扉
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■Ｑ
村
有
地
（
須
原
本

町
：
野
尻
本
町
・
旭
町
）

の
中
に
は
、
町
中
づ
く
り

に
重
要
な
役
割
を
担
う
場

所
も
あ
る
。
利
活
用
に
向

け
、
近
隣
住
民
等
と
話
す

場
を
設
け
る
考
え
は
な
い

か
。

■Ａ
野
尻
本
町
の
村
有
地

は
、
利
用
相
談
が
あ
っ
た

が
、
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。

利
用
方
法
に
つ
い
て
、
要

望
が
あ
れ
ば
考
え
て
い
き

た
い
。
庁
内
で
も
、
検
討

は
し
て
い
る
。

■Ｑ
野
尻
大
曲
地
区
の
宅

地
造
成
地
４
区
画
は
、
４

年
経
過
し
た
が
動
き
が
見

ら
れ
な
い
。
１
坪
３
万
６

３
０
０
円
の
価
格
設
定
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
今
後
も
、
定

住
化
対
策
の
一
事
業
と
し

て
、
宅
地
造
成
事
業
は
、

推
進
し
て
い
く
の
か
。

■Ａ
大
曲
地
区
の
造
成
地

は
、
上
下
水
道
の
繋
ぎ
込

み
設
備
を
有
し
て
い
る
た

め
、
現
状
価
格
を
維
持
し

た
い
。
売
却
を
最
優
先
と

し
、
新
た
な
宅
地
造
成
事

業
は
考
え
て
い
な
い
。

■Ｑ
生
活
道
路
と
し
て
重

要
な
村
道
が
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
劣
化
や
周
辺
の
草

木
の
繁
殖
に
よ
り
、
通
行

に
支
障
が
生
じ
て
い
る
。

応
急
処
置
的
な
簡
易
舗
装

で
は
、
短
期
間
で
元
の
状

態
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

周
辺
草
木
の
除
去
作
業
も

住
民
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、

困
難
に
な
っ
て
い
る
。
道

路
点
検
や
補
修
等
、
道
路

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

■Ａ
村
道
は
、
１
６
５
路

線
、
総
延
長
１
０
９
・
９

キ
ロ
あ
る
た
め
、
住
民
生

活
に
直
結
し
た
道
路
や
バ

ス
路
線
を
優
先
し
調
査
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

や
住
民
か
ら
の
通
報
を
受

け
、
現
場
を
確
認
の
う
え
、

業
者
に
発
注
す
る
か
判
断

し
、
補
修
を
し
て
い
る
。

村
道
の
草
刈
り
等
は
、
年

５
０
０
万
円
程
の
事
業
費

で
外
部
委
託
し
、
年
２
回

程
度
必
要
箇
所
に
お
い
て

実
施
し
て
い
る
。
地
域
の

事
情
も
承
知
し
て
い
る
の

で
、
相
談
頂
け
れ
ば
出
来

る
限
り
の
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。
道
路
イ
ン
フ
ラ

は
、
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。
地
域
の
方
、
地
権
者

の
方
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
出
来
ず
、
事
業
化
に
至

ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

建
設
環
境
を
つ
く
っ
て
頂

け
れ
ば
、
行
政
も
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

鈴木　　武 議員

野尻本町村有地野尻本町村有地

職員による道路維持作業職員による道路維持作業

道路インフラ整備に対する
考え方は
建設環境が整えば前向きに
検討したい
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物
価
高
騰
対
策
は

■Ｑ
燃
料
油
か
ら
食
料
品
、

建
設
資
材
な
ど
物
価
の
高

騰
が
暮
ら
し
や
営
業
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

住
民
生
活
や
事
業
所
へ
の

影
響
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

■Ａ
住
民
生
活
は
物
価
の

高
騰
で
収
入
が
上
が
ら
な

け
れ
ば
生
活
が
苦
し
い
。

飲
食
・
宿
泊
・
サ
ー
ビ
ス

業
は
原
材
料
高
騰
の
影
響

で
厳
し
い
。
自
動
車
関
連

は
昨
年
７

月
に
コ
ロ

ナ
以
前
に

戻
っ
た
が
、

最
近
の
半

導
体
不
足

に
よ
り
減

収
に
。
建

設
業
の
事

業
量
は
回

復
し
た
が
、

資
材
不
足

や
建
設
費

用
の
値
上

が
り
で
厳

し
い
状
況
。

■Ｑ
物
価
は
上
が
っ
て
い

る
の
に
年
金
は
減
ら
さ
れ

高
齢
者
の
生
活
に
影
響
。

子
育
て
世
代
は
食
料
品
な

ど
の
値
上
が
り
で
家
計
の

や
り
く
り
は
大
変
に
。
原

材
料
高
騰
で
製
造
・
建
設

業
に
も
打
撃
に
な
っ
て
い

る
。

　

国
の
緊
急
対
策
に
よ
る

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た

新
た
な
村
の
支
援
策
は
。

■Ａ
今
回
の
補
正
予
算
に

新
た
に
計
上
し
た
も
の
は
、

瓜尾美佐子 議員

村
民
１
人
５
０
０
０
円
の

燃
料
油
購
入
助
成
券
の
配

付
事
業
で
あ
る
。

　

教
育
関
係
で
は
、
小
中

学
校
の
保
護
者
の
経
済
負

担
軽
減
の
た
め
に
７
月
か

ら
２
月
ま
で
の
給
食
費
を

全
額
助
成
す
る
。

■Ｑ
今
回
、
国
の
交
付
金

を
活
用
し
給
食
費
を
期
限

付
き
で
は
あ
る
が
無
償
化

と
し
た
。
来
年
度
以
降
は

国
の
交
付
金
は
不
明
だ
が
、

村
と
し
て
無
償
化
を
継
続

し
て
い
け
る
か
。　

■Ａ
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
時
限
的
な
無
償
化
と

し
た
。
村
独
自
で
今
後
、

継
続
す
る
に
は
他
の
施
策

を
削
っ
て
回
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

考
え
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

牛
乳
代
の
助
成
は
継
続
し

て
い
き
た
い
。

■■意見
学
校
給
食
は
義
務

教
育
の
一
環
で
あ
り
、
本

来
、
国
が
無
償
化
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。
声
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

◥
村
の
農
業
の
位
置
付
け

■Ｑ
農
水
省
は
５
年
以
内

に
水
張
り
を
し
な
い
水
田

を
交
付
金
の
対
象
か
ら
外

そ
う
と
し
て
い
る
。
村
の

対
象
者
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

水
張
り
は
可
能
な
の
か
。

■Ａ
令
和
３
年
度
実
績
で

20
戸
の
農
家
が
対
象
。
村

に
４
７
９
万
円
の
交
付
金

が
入
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
見
直
し
で
４
年

度
か
ら
８
年
度
ま
で
に
水

張
り
を
し

な
い
と
９

年
度
以
降

補
助
対
象

に
な
ら
な

い
厳
し
い

見
通
し
で

あ
る
。

■■意見
今

回
の
交
付

金
カ
ッ
ト

は
、
離
農

者
と
耕
作

放
棄
地
を

増
や
し
、

自
給
率
引

き
上
げ
に
逆
行
す
る
も
の

で
あ
り
、
国
に
対
し
て
政

策
転
換
を
求
め
る
べ
き
だ
。

■Ｑ
第
６
次
総
合
計
画
策

定
の
年
で
あ
る
。
現
状
で

は
、
担
い
手
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
で
こ
の

ま
ま
維
持
し
て
い
く
の
が

困
難
。
ど
の
よ
う
に
計
画

に
位
置
づ
け
て
い
く
か
。

■Ａ
畜
産
・
米
・
野
菜
な

ど
村
内
で
循
環
で
き
る
農

業
を
目
指
し
て
い
く
。

物価高騰から暮らし・営業を
守る支援は
燃料油・学校給食費への助成で支援

転作農地転作農地

高騰するガソリン高騰するガソリン

一　

般　

質　

問
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木曽広域連合議会報告　第２回定例会（５月25日開催・木曽文化公園）

議会活動日誌
３　　　月

２日 ３月定例会
３日 ３月定例会
７日 議会運営委員会
14日 ３月定例会

議会報編集特別委員会
15日 ３月定例会
16 日 大桑村社会福祉協議会理事会
23日 阿寺渓谷管理運営協議会
30日 大桑村社会福祉協議会評議員会

４　　　月
３日 大桑村消防団演習
８日 議会報編集特別委員会
15日 議会報編集特別委員会
21日 大桑村役場新庁舎しゅん工式

25日 阿寺渓谷安全祈願祭
木曽南部土砂防災ＮＷ議員
連盟　中部地整局長懇談会

27 日 木曽郡町村議会議長会議

５　　　月
２日 大桑村役場旧庁舎閉庁式
６日 大桑村役場新庁舎開庁式
10日 庭の畑橋説明会
12日 木曽観光連盟役員会

木曽郡町村会・議会議長会歓送迎会
15 日 木曽郡少年相撲大桑大会
16日 木曽広域 議会運営委員会

木曽広域 総務常任委員会
木曽郡町村議会郡議長会

17日 木曽広域 経済観光常任委員会
木曽広域 福祉環境常任委員会
大桑村商工会総会

23日 議会改革特別委員会
25日 木曽広域　第２回定例会
30日
～31日

全国議長会議長・副議長研
修会

６　　　月
３日 議会運営委員会

木曽地域交通網対策協議会総会
木曽観光連盟総会
木曽観光宣伝協議会総会

４日 大桑村ポンプ操法大会
10日 木曽郡防犯協会理事会・総会
12日 大桑村社協 住民福祉大会
13日 大桑村社協理事会
14日 大桑村建設協力会行政懇談会
16日 ６月定例会
17 日 ６月定例会

議会報編集特別委員会

　

承
認
２
件
、
報
告
１
件
、
条
例

一
部
改
正
３
件
、
広
域
計
画
変
更

１
件
、
補
正
予
算
案
３
件
が
上
程

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。

●
承
認
２
件

・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
　

国
庫
補
助
金
確
定
に
よ
る
財

源
振
替
の
た
め
、
予
算
総
額
の

増
減
無
し
。

・
令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

　

国
庫
支
出
金
に
関
す
る
た
め

予
備
費
を
充
当
し
、
令
和
４
年

度
で
調
整
。

●
報
告
１
件

・
木
曽
寮
建
設
事
業
３
３
４
２
万

９
千
円
・
文
化
ホ
ー
ル
設
備
整

備
事
業
１
億
４
１
２
３
万
４
千

円
の
２
事
業
を
令
和
４
年
度
へ

繰
越
明
許
費
と
し
た
も
の
。

●
条
例
整
備
及
び
一
部
改
正
４
件

・
令
和
３
年
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
、
一
般
職
の
期
末
手
当
支
給

月
数
を
前
年
対
比
年
間
０
・
15

月
分
、
再
任
用
職
員
は
０
・
１

月
分
引
き
下
げ
る
も
の
。

・
令
和
３
年
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
特
別
職
の
期
末
手
当
支
給
月

数
を
前
年
対
比
年
間
０
・
１
月

分
引
き
下
げ
る
も
の
。
現
在
副

管
理
者
は
、
不
在
。

・
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
収
入
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
等
に
於

け
る
第
１
号
被
保
険
者
の
減
免

対
象
期
間
を
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で
延
長
す
る
も
の
。

・
木
曽
広
域
連
合
広
域
計
画
の
変

更
　

規
約
の
変
更
に
伴
い
、
成
年

後
見
制
度
の
中
核
機
関
に
関
す

る
こ
と
、
及
び
障
害
者
総
合
支

援
法
に
期
待
す
る
協
議
会
の
設

置
に
関
す
る
こ
と
の
２
項
目
を

追
加
す
る
も
の
。

●
補
正
予
算
案
３
件

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

５
７
０
万
２
千
円
を
追
加

し
、
総
額
37
億
８
５
３
０
万
８

千
円
と
す
る
も
の
。

　

歳
入
関
係
の
主
た
る
も
の

は
、
分
担
金
及
び
負
担
金
９
０

１
万
円
余
の
増
、
繰
入
金
２
８

０
万
円
余
の
減
、
諸
収
入
１
１

３
万
円
余
の
減
で
あ
る
。

　

歳
出
関
係
の
主
た
る
も
の

は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

６
２
３
万
２
千
円
減
、
総
務
費

関
係
で
は
、
派
遣
職
員
負
担
金

８
２
０
万
円
増
、
民
生
費
で

は
、
再
任
用
職
員
１
名
の
採
用

に
伴
い
派
遣
職
員
負
担
金
８
４

０
万
円
減
、
木
曽
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
使
用
す
る
薬
品
単
価

高
騰
に
よ
る
消
耗
品
費
２
１
１

万
２
千
円
増
、
衣
類
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
に
係
る
委
託
料
１
７
４

万
３
千
円
増
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
事
業
の
清
掃
費
１
５
８
万
２

千
円
増
で
あ
る
。

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

４
５
２
万
７
千
円
を
減
額

し
、
総
額
40
億
４
７
８
９
万
７

千
円
と
す
る
も
の
。

・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

人
事
異
動
に
伴
い
、
30
万
円

を
減
額
し
補
正
後
の
既
決
予
定

額
を
収
入
支
出
と
も
、
１
億
１

６
４
２
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

●
全
員
協
議
会

・
第
６
次
木
曽
広
域
連
合
広
域
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

　

木
曽
地
域
振
興
構
想
の
理
念

を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

20
名
以
内
に
よ
る
策
定
委
員
会

を
設
置
し
、
令
和
４
年
度
中
に

策
定
す
る
も
の
。

・
木
曽
地
域
の
治
水
対
策
に
つ
い

て
　

木
曽
地
域
の
治
水
対
策
事
業

の
整
備
促
進
に
よ
り
、
地
域
住

民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守

り
木
曽
地
域
の
発
展
の
た
め
、

協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。（報

告
者　

鈴
木　

武
）

＊４月27日の木曽郡町村議会議長会議で木曽郡町村議会議長会会長に岩佐大桑村議会議長が選任されました。



ががんばるんばるんばががが

　平成７年に水道工事業として開業し今年で
28年になります。
　当時は郡内各地で下水道工事が始まる時
期でありました。弊社でも村発注工事や村内
の皆様、企業からの下水道工事、それに伴う
各工事を承っていましたが、上下水道もほと
んど完備され、現在は村内・近隣町村の皆様、
企業から、管工事・建築工事・土木工事等を
いただいております。
　管工事以外は経験、知識が乏しく発注者・
関係者の方々に一から教えていただき毎日が
勉強です。
　①まずは健康②社内では遠慮は無用③日々
勉強④課題はチャンス　これをモットーにし

て取り組んでいます。
　例年ですとこの時期エアコン取付工事等暑
さ対策工事が集中しますが、コロナ禍の影響
で製品が入りにくく、資材等の値上がりで大
変厳しい経営を余儀なくされています。
　長年村内の皆様にお世話になっております
ので、取り扱い製品の情報収集をおこない少
しでも皆様のお役にたてればと、会社一丸と
なってまいりたいと思います。
　村民の皆様、地域の皆様に気軽に声をかけ
ていただけるような企業を目指しています。
　これからもよろしくお願いします。
 (㈱管建工業　代表取締役　平島　徹さん）

て取り組んでいます

村内企業
㈱ 管建工業
～地域の皆様に気軽に声をかけて～～地地地地域域域域のののの皆皆皆皆様様様様にににに気気気気軽軽軽軽にににに声声声声ををををかかかかけけけけてててて
　　　　いただける企業を目指して～　　　　いいいたたただだだけけけるるる企企企業業業ををを目目目指指指しししててて～～
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あてら荘支配人  梅崎  優輝さん
2021年４月から、あてら
荘に支配人として赴任してき
ました。佐賀県という遠く離れた地から来
て、右も左もわからない私に対し、大桑村
の方々は本当によくしてくださり、私はす
ぐに大桑村が好きになりました。
　赴任した当初は新型コロナウイルスの影
響で思うようにいかない、歯がゆい日々を
過ごしてきました。ですが、コロナ禍にな
り２年が過ぎ、皆さんの生活様式が大きく
変わりました。withコロナの考えへと変
わるにつれて、観光や旅行に対する忌避感
も無くなり、少しずつ新型コロナウイルス
が蔓延する前まで回復しつつあります。
　もっと多くの人に大桑村の素晴らしさを
知って貰いたい。そんな思いを胸に、これ
からは好きになったこの村に観光という面
で貢献していきます。

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委  

員  

長　

細
田　

光
一

副
委
員
長　

沼　
　

友
行

委　
　

員　

清
水　

芳
昭

坂
家　

重
吉

勝
野　

清
子

▼
阿
寺
渓
谷
の
熊
ヶ
渕

阿
寺
渓
谷
の
熊
ヶ
渕

　

６
月
４
日
、
こ
の
日
は
自
宅
か
ら
自
転
車
で
阿
寺

渓
谷
の
牛
ヶ
渕
ま
で
出
か
け
ま
し
た
。
狸
ヶ
渕
、
犬

帰
り
の
渕
、
牛
ヶ
渕
の
写
真
は
割
と
あ
り
ま
す
が
、

熊
ヶ
渕
の
写
真
は
割
と
少
な
い
か
と
思
い
撮
影
し
ま

し
た
。

　

夕
方
の
光
が
川
底
ま
で
差
し
込
ん
で
、
と
て
も
き

れ
い
な
阿
寺
ブ
ル
ー
が
見
え
ま
し
た
。

表
紙
撮
影　

振
田　

仁
さ
ん（大

桑
村
殿
和
村
）

ト
ファ
イ
ル

▼
今
年
は
異
常
に
早
い
梅
雨
明
け

で
し
た
。

　

真
夏
日
や
局
所
的
な
大
雨
が
続

く
中
、
日
々
こ
の
様
に
過
ご
せ
る

事
に
改
め
て
、
平
年
並
み
の
言
葉

の
重
み
を
感
じ
ま
す
。

委
員
長　

細
田
光
一

編
集
後
記

21

発
行
／
大
桑
村
議
会
　
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
399-5503

長
野
県
木
曽
郡
大
桑
村
大
字
長
野
2778

TEL  0264-55-3080　
FAX  0264-55-4134

　
　
　
HP  http://w

w
w
.vill.ookuw

a.nagano.jp/　
　
m
ail  info@

vill.ookuw
a.nagano.jp

印
刷
／
木
曽
オ
ー
ル
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

 「
お
お
く
わ
議
会
だ
よ
り
」
は
環
境
に
優
し
い
再
生
紙
と

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
７
月
28日

発
行

く わくく
お
くく

お
おお

第
169

号
議
会
だ
よ
り


